
てんきれんど

さ オ1ている。こ

れは保守上使幸IJ

な左右恒J jJ民式の

規栴およびイJ:総

出を制定 したた

めで， 現在国鉄

で使用 してい る

低気述動機は約 1"1尚ibll御器
タイマ

90 組で， そのう スイ ヴ

ち引出式は l 組

である。よって 2 左右回転式電気巡動|畿内部

左右回転式について述べる こ

とと する。

2 左右回転式連動僚の精

進

述動機のrll，: [式部を大別する ! 回

とてこ， 機械鎖錠剤\ ， 電気鎖 , 
、

層重量
〆

錠部， 回路制御様， てこ表示

灯等より できている(図ー5 )

( 1 ) てこ

長短および上向(奇数番

号) . T向(偶数番号)の別あ

るものを65 mm  

|間隔で交互に由i3 (h~ 

列し， 全回転角 F 
皮は 60。である。 "1

ね号てこは中央 1 
lliïüを定位とし

て，左力 ( L) お

よび右方 ( R ) に

各 30。回転す る

ことにより ， て

こ 2 本分の動作

をさせている。

そのほかのてこ

は左方定[立で， 60。が全

悩ttである。てこ止は単

にてこを所定の位置に定

位させるために切込を設

ける。

てこは{吏 JII 目的により

伯号，伝鰍， 方向および

!照査の 4 僅煩が<!bる。こ

れらの主主巨相違点はでこ

の使命上てこ止，鎖錠片

および鎖錠ffi磁石の数が

相違するのみで， 操作はほとんど同じである。

(2) 般械鎖銃部

こま組によりてこ相互間に必要な辿鎖関係をi迩す装{泣で，そ

の動作はてこの回転により ， 伝動子でこま付梓(かん)を左また

は右にuÿlかし ， こま付梓に取付けてあるこまと縦こまを介して，

ほかのてこにより動作する こ ま と の n:lJ でìili鎖するもので，機械

iiliilflJ後における機械鎖錠部と 同様である。

(3) 包気鎖錠部(図-6)

同-ill! illiJ機内のてこ相互間は，機械鎖錠音[\で直後述鎖される

が !照査室l'1銑， 表示鎖錠お よび現場倣;1民総総勢ー とてことの連鎖
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3 引 lli式電気述動機外観

5 左布団転式連動|畿の精進
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は電気的になすのがいちばん谷易である。

よ ってこの氾気的連鎖をなすのに電気鎖

錠部が必要と な る。 こ の電気鎖錠部は鎖

錠片と鎖事ifE磁石 (鎖島~子)間の機械的迎

鎖をなさしめる裟1位で， て こ を回転する

と 同時に鎖錠片も回転 し， 鎖錠片のg提起 n" ，"，"7

が鎖錠子に支障されるので， 回転が阻止

されてこの回転も阻止される。 しかし鎖

錠電磁石が励磁されている と， 鎖錠子は

高上し鎖錠片の突起は巡動を阻止されな

いので， てこは所定の位i位まで回転する

ことができるのであ る。主l'1錠片の形状は，

所要連鎖の目的により Nにしている。

鎖錠片および鎖事~~l1:磁石のま!l数はつぎ

の と おりである。

信号てこ 定{立表示鎖錠j刊 1 悩i ただ

し!照査鎖錠裟位を付 した場事

6. 電気鎖錠部

銀
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合は定位てこ鎖錠用 1 似を

付設する。

転轍てこ 定位鎖錠J !ì 1fI品。

反位 " 1 倒。

!照査てこ 定位もしくは反位または定

位および反位鎖錠剤 1 n目。

方向てこ 定位および反位鋲錠Jlj li~品。

(4) 回路制御骨量

てこの各位置により必必な電気回路を

ツチ 榊成するために，てこを回転するとて こ

前111;こI反付 けであるベベノレギヤにより ， 1m 

路制御旅 qqllのエボナ イ ト筒が回転し， こ

れに*付けられた銭点(環状)と接触片 7 てこ表示灯

8 信号てこ

オ奪 実

があるので，~

気結線上回路制御日誌も普通の回路n~J御総 と 同織に動作するもの

と，てこの特定関係{立位でのみ動作する回路制御総(?イック

スイ ッチ) とがある。

(5) てこ表示灯

電気てこには扱者の便宜のため， てこ表示灯を設けている。

電気鎖錠が解錠されたか否かを表示して， てこを無理引きをし

ないようにしたもので， てこが解錠される状態にあるときは，

表示灯が点灯するようになっている。

表示灯は普通てこ l 本当り 2 f闘を設け， 上部のてこを鎖錠ま




